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第３章 酸素欠乏及び有毒ガスの知識

ys-harada
テキストボックス
１酸素欠乏症
(１)酸素欠乏の症状
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酸 素 濃 度 の 測 定 手 順 

・酸素濃度測定器を用いて垂直方向及び水平方向にそれぞれ 3点以上測定する。

タンク、マンホールなど測定場所まで垂直方向に距離があるときは延長コードを使用し

て測定する。

ずい道・下水道など水平方向前方の測定については、延長棒を併用します。
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２ 酸欠事故が発生した場合 

① 直ちに定められた連絡方法により、工事責任者に連絡してその指示を受ける。

② 救助にあたっては呼吸用保護具を必ず使用する。

③ 呼吸停止している被災者に対しては、救出後すみやかに人工呼吸を行なう。

④ 酸素欠乏症にかかった者には直ちに医師の診察又は処置を受ける。

⑤ 酸欠の恐れがないことを確認するまで、指名した者以外の者の立ち入りを禁止する旨の標示

をする。

３ 酸欠の予防 

① 第１種又は第２種酸素欠乏危険作業主任者の指揮の下で作業を行なう。

② 作業前に新鮮な空気で換気を行なう。

③ 測定器により、酸素濃度が１８％以上であることを確かめる。１８％未満の場合は、換気と

測定を繰り返して行い、酸素濃度が１８％以上になるまで換気を続ける。

④ 作業中は常に酸素濃度が１８％以上になるように換気をつづけ、決して換気を中断してはな

らない。

⑤ 換気用の風管は、破損のないもので、かつ作業場所に十分達する長さのものであるか確か

めて使用する。

⑥ 空気呼吸器等の呼吸用保護具の使用を指示された時は必ず使用する。

⑦ 転落の危険がある作業場所では、安全帯等を必ず使用する。

⑧ 単独での作業は行なってはならない。

⑨ 酸欠の危険がある作業現場には空気呼吸器、はしご、繊維ロープ等の救出用具を備えてお

く。

操  作 注 意 事 項 呼  称 

① 
・ガス導入管

・外部警報器の接続

・導入管に破裂はないか

・接続部はよいか
接続よし 

② 電源スイッチを入れる 

・新鮮な大気中で行なう

・センサ、電池、コンピュータ回路、ポン

プの吸引量の異常表示はないか 

・警報ランプとブザーを確認する

測定準備よし 

③ 測 定 デジタル表示の数値を記録 ○○％よし

（注）使用前に電池を装着した場合は、センサに電気を供給するため 15分程度経過した後測定に入る。 

ys-harada
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酸素濃度の測定手順
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４ 硫化水素の危険性 

  硫化水素の生成に関しては硫酸還元菌の活動による発生、動植物の死骸及び排泄物の腐敗菌

による分解の最終的産物として発生したりする。 

  下水道内で腐敗菌による分解や硫酸還元菌による分解などが原因で、しばしば高濃度の発生

がみられる。また、汚染濃度の高い旧下水道近傍を掘削する場合、高濃度の硫化水素を溶存し

た下水が浸入し、掘削した立坑内空間に硫化水素が停滞する場合があるので注意する。 

  硫化水素は、無色であるが０．０２５ppm程度で腐卵臭を感じるが、２０～３０ppmの高濃度

では、鼻腔の嗅神経末端の疲労による慣れの現象が現れ、より高濃度になっても感知できなく

なる場合があるので注意する。 

 

５ 硫化水素中毒等の予防 

 ① 第２種酸素欠乏危険作業主任者の指揮の下で作業を行なう。 

 ② 作業前に新鮮な空気で換気を行なう。 

 ③ 測定器により、硫化水素濃度が１０ppm 以下であることを確かめる。１０ppm を超えるとき

は、換気と測定を繰り返して行い、１０ppm以下になるまで換気を続ける。 

 ④ 作業中は常に１０ppm以下になるように換気をつづけ、決して換気を中断してはならない。 

 ⑤ 換気用の風管は、破損のないもので、かつ作業場所に十分達する長さのものであるか確かめ

て使用する。 

 ⑥ 空気呼吸器等の呼吸用保護具の使用を指示された時は必ず使用する。 

 ⑦ 転落の危険がある作業場所では、安全帯等を必ず使用する。 

 ⑧ 単独での作業は行なってはならない。 

 ⑨ 酸欠の危険がある作業現場には空気呼吸器、はしご、繊維ロープトウの救出用具を備えてお

く。 
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